
令和7年度イクボスアワード

～イクボス推進同盟加盟企業・団体の取組事例～
～従業員数１００人未満の企業～



NO. 　　　企　業　名 NO. 　　　企　業　名

1 株式会社岩田組 21 株式会社プロゴワス

2 内村建設株式会社 22 株式会社ホーミング

3 株式会社エヌ・ケイ・カスタマイズ 23 POLA THE BEAUTYアクロスプラザ与次郎店 

4 株式会社ＦＣＲ 24 株式会社前田組

5 公益社団法人鹿児島県助産師会 25 株式会社マサミ

6 鹿児島女子短期大学 26 南日本地質調査株式会社

7 鹿児島県船用品株式会社 27 株式会社ユトリ

8 坂本建設株式会社 28

9 株式会社サタコンサルタンツ 29

10 合同会社シェイクハンズ 30

11 医療法人世心会 31

12 有限会社西部環境プラン 32

13 中央殖産株式会社 33

14 株式会社ＴＳグループ 34

15 東京海上日動火災保険株式会社 35

16 株式会社東郷 36

17 株式会社東条設計 37

18 株式会社日本政策金融公庫鹿児島支店 38

19 株式会社久永コンサルタント 39

20 株式会社フタバ 40

鹿児島市イクボス推進同盟加盟企業・団体（従業員数１００人未満）　取組一覧（五十音順）



No.1-1

代 表 者 ：

事業内容 ：

所 在 地 ：

従業員数 ： 47 名（男性 40 名、女性 7 名）

イクボス宣言をしている場合、宣言者とその年月日：

 【会社の取り組み】

　　①従業員の子育てをはじめとするワーク・ライフバランスに配慮した取組について

　　②業務効率を上げるための取組について

　　③-1取組のアピールポイントについて（過去１年間に導入した新規の取組）

〇時間単位休暇の導入により、子どもの送り迎えや急な体調不良時にも休みを取得できるように推進し
ている。
〇ノー残業デー（毎週第２、第４水曜日）の実施。
　家族との時間、自身のリフレッシュの時間に充てられるように推進している。
〇有給休暇や育児休業の取得促進を進めている。
〇夏休み、冬休みなど学校の長期休暇時に、子供同行出勤可能。
〇自己啓発や体験などプライベートで使用できる福利厚生補助金の導入。
　例)映画鑑賞補助、マラソン大会参加補助、釣り大会参加補助など
〇鹿児島市内および枕崎市内の温泉入浴券配布(施設限定)。
〇健康診断の義務化、インフルエンザ予防接種などにかかる費用を支援。

〇ワークフローシステムを導入し、ペーパーレス化を図っている。
〇勤怠システムの電子化。
〇LINE WORKS による情報伝達と日常コミュニケーション。
〇社内のポータルサイトを活用した業務管理や情報共有。
〇移動時間を短縮することを目的に会議等でリモート活用(経営会議含め)。
〇モバイルPC、タブレットによりどこでも働ける環境を整備(主に営業職)。
〇業務の効率化、コミュニケーションの活性化に向けて年度内に職場内のリニューアルを計画。
○現場の働き方改革や、効率化に伴い建設ディレクターを導入し、施工現場社員の業務効率化や休日取
得につながる業務体制の構築に努めている。

〇社員の結婚に伴う兵庫県への引越しにより、フルリモート社員として雇用を継続。
〇令和7 年度、男性社員の育休２名実施予定。
〇時短勤務制度を導入しており、職場復帰してからも仕事と子育てを両立できるようにしている。
〇女性の建設ディレクターを導入したことにより、女性目線での現場の管理やきめ細やかな作業の効率
が上がってきている。

岩田 三千生／2023年8月18日

 【企業・団体名】 株式会社岩田組

代表取締役 山崎 宗紀

建設業

鹿児島県鹿児島市南郡元町１８−８



No.1-2

　　③-2取組のアピールポイントについて（企業独自の取組）

 【これまでの実績】

 【その他（社員の声・今後の取り組み・目標】

〇福利厚生の充実（レクリエーション補助）
　心身のリフレッシュ、家族との時間を持っていただけるような福利厚生を実施。
〇子どもの行事出席ができるような社内の環境整備、休日取得も推進。

〇育休取得率 女性１００％、男性取得実績あり（令和６年度）
〇平均有給取得日数 １１日 （令和６年度）

〇男性及び女性社員の育児休職取得率を「100％」とする。
〇子育てを行う従業員を対象とした柔軟な勤務制度の充実、意識啓発の促進。
〇若い世代の入社も年々増えてきており、福利厚生や育児に関する社内の方針や取得の内容をあらた
めて社内通達する。



No.2

代 表 者 ：

事業内容 ：

所 在 地 ：

従業員数 ： 50 名（男性 36 名、女性 14 名）

イクボス宣言をしている場合、宣言者とその年月日：　　　　　　　　　　　　　　　　/代表取締役　内村 明高 / 令和４年１０月１日

 【会社の取り組み】

　　①従業員の子育てをはじめとするワーク・ライフバランスに配慮した取組について

　　②業務効率を上げるための取組について

　　③-1取組のアピールポイントについて（過去１年間に導入した新規の取組）

　　③-２取組のアピールポイントについて（企業独自の取組）

 【これまでの実績】

 【その他（社員の声・今後の取り組み・目標）】

○働き方改革（未来共創）プロジェクトの取り組みにより、会社の雰囲気がかなり変わってきている。社内
のサークル活動も活発になりプライベートでの交流も増えた。（40代男性）

 【企業・団体名】 内村建設株式会社

代表取締役　内村 明高

建設業

鹿児島市上本町２番１２号

〇省エネデー（ノー残業デー）の設定
　本社は毎週水曜日18時までに退社（省エネデー）、現場は出勤土曜日を省エネデーとしている。
〇ＨＯＰＥプロジェクト
　顧問弁護士や顧問社労士と連携して、就業規則の変更、時間管理の徹底、振替休日の確実な取得、
有給休暇の10日以上取得推進、残業時間の抑制を行っている。
〇育児休業取得
　育児休業対象者の育児休業取得を推進し、今年度は対象者がいなかったが、社労士による育児介護
休業についての研修を実施した。
〇職員互助会
　返礼のいらないお祝金（結婚、出産など）を積立会費から拠出し、社員全員で祝福する。
〇職場環境の整備
　社長との年1回の個別面談、健康器具の設置、健康診断の充実、事務所の光触媒施工やUVC殺菌器
の設置、カフェでの社員割など
〇社内サークル活動
　ゴルフ部、登山部、モルック部などが活動しており、社内コミュニケーションやプライベートでの交流促
進になっている。

○建設ディレクターの導入
　現場所長の事務的業務負担軽減を図るための建設ディレクターを導入しており、新入社員1名を加え
て2名体制で業務を実施している。
〇電子請求システムの導入
　DigitalBillderを採用し、取引業者からの請求を電子で実施している。取引業者の作成や郵送、現場所
長の決済や経理処理などタイムリーに処理できて業務時間短縮となっている。
〇現場ＯＫＲと１on１ミーティングの実施
　毎月、役員を中心として現場に赴き、現場の現状確認や課題解決、目標設定などを確認し合い、よりよ
い現場運営を協力にサポートしている。
〇コミュニケーション費の導入
　現場内や部門内の社員同士のコミュニケーション向上を目的として、一定額を会社が援助して、イベン
トや飲み会などを実施している。それによりお互いの理解度を深めて業務での効率化に繋がっている。

〇OKR
　業務やプライベートの状況を共有し、目標設定をすることで、有給休暇取得・振替休日取得の推進、業
務の分配などが前向きに調整される。

〇有給休暇取得の促進を進めて、平均10日以上を達成している（R5年度11.79日、R6年度10.08日）
〇一般職の振替休日取得100％
〇男性社員の育児休暇対象者の取得率100％（直近3年間）



No.3-1

代 表 者 ：

事業内容 ：

所 在 地 ：

従業員数 ： 14 名（男性 5 名、女性 9 名）

イクボス宣言をしている場合、宣言者とその年月日： 　㈱エヌ・ケイ・カスタマイズ　/　2021年11月12日

 【会社の取り組み】

　　①従業員の子育てをはじめとするワーク・ライフバランスに配慮した取組について

　　②業務効率を上げるための取組について

　　③-1取組のアピールポイントについて（過去１年間に導入した新規の取組）

当社は、ワーク・ライフ・バランスの充実を目指し、育児休業や特別休暇、出産祝金などの制度を整備・拡
充するとともに、オンライン研修や柔軟な働き方の導入を通じて、社員一人ひとりが安心してキャリアを継
続できる環境を整える。
また、メンタルサポートや両立支援制度の周知研修、定期的な社内イベントを実施し、誰もが利用しやす
く、互いに支え合える職場風土の醸成を図る。

当社は、効率的で公平な業務遂行を実現するため、朝のミーティングで作業内容の共有と人員配置の調
整を行い、作業分担に配慮した柔軟な体制を整える。
また、働き方改革の一環として「毎週水曜日No残業Day制度」を導入し、社員の健康維持とワーク・ライフ・
バランスの向上を推進する。

当社は、社員が安心して育児休業を取得できるよう、代替要員の増員を実施し、休業者の業務を円滑に
引き継げる体制を整備した。これにより、育児休業を取得する社員本人だけでなく、周囲の負担も軽減さ
れ、職場全体で安心して休暇制度を活用できる環境を実現している。
さらに、休業中にはオンライン研修やスキルアップ機会を提供し、復職後もスムーズに業務へ戻れるよう
支援している。こうした取り組みを通じて、「制度を利用しやすく、安心してキャリアを継続できる職場づく
り」を推進する。

 【企業・団体名】 株式会社エヌ・ケイ・カスタマイズ

代表取締役　久保　健一郎

情報通信業

鹿児島県星ヶ峯六丁目29-3



No.3-2

　　③-2取組のアピールポイントについて（企業独自の取組）

 【これまでの実績】

 【その他（社員の声・今後の取り組み・目標】

当社では、管理職やリーダー層が率先して育児休業を取得する取り組みを推進している。
組織の中核を担う立場の社員が自ら育児休業を活用することで、職場全体に「誰もが遠慮なく育児休業
を取れる」というメッセージを示し、利用促進につなげている。
また、管理職の取得は「業務分担・権限移譲・チーム運営力の強化」という副次的効果も生み出し、結果
的に組織全体のマネジメント力向上にも寄与している。

・育児休業制度について、男性従業員の取得率100％　(令和5年.6年)
管理職やリーダー層が育児休業を積極的に取得したことで、職場全体に「育児休業は特別なことではな
く誰もが当たり前に利用できる制度」という認識が浸透した。これにより、部下や若手社員も休暇を申請し
やすい雰囲気が生まれ、組織全体で互いに支え合う風土が強化されている。

目標（サマリー）

ワーク・ライフ・バランスの推進
　職員全員が安心して働けるよう、仕事と生活の両立を支援し、誰もが利用しやすい休暇制度や柔軟な
働き方を整備する。

育児・介護支援の強化
　育児休業中のオンライン研修やスキルアップ機会の提供、短時間勤務・フレックス・リモートワーク等の
導入検討を進め、家庭と仕事の両立を支える。

メンタルヘルスと復職支援
　育児休業や復職時に利用できるメンタルサポート・カウンセリングサービスを充実させ、安心して働き続
けられる環境を実現する。

コミュニティ形成の促進
　社員同士の交流・連帯感を高めるため、月1回のイベントを実施し、職場全体の一体感を醸成する。

最終的な全体目標
「全ての職員がライフステージに応じて働きやすく、成長と安心を両立できる職場環境の実現」



No.4

代 表 者 ：

事業内容 ：

所 在 地 ：

従業員数 ： 11 名（男性 2 名、女性 9 名）

イクボス宣言をしている場合、宣言者とその年月日：　　　　　　　　　　　　　　　　/

 【会社の取り組み】

　　①従業員の子育てをはじめとするワーク・ライフバランスに配慮した取組について

　　②業務効率を上げるための取組について

　　③-1取組のアピールポイントについて（過去１年間に導入した新規の取組）

　　③-２取組のアピールポイントについて（企業独自の取組）

 【これまでの実績】

 【その他（社員の声・今後の取り組み・目標）】

・時短勤務や時間休など育児しやすい制度があるのでありがたい。
・リモートワーク制度と時間休を組み合わせることで子どもの行事に参加しやすい。
・子どもが急な体調不良な時や、病気の時などリモートワーク制度を活用でき固定オフィスへ出社せずと
も隙間時間でクライアントワークができます。

 【企業・団体名】 株式会社FCR

代表取締役 石神和哉

その他（広告企画業）

鹿児島市新屋敷町24 番5 号

・取得しやすい休暇制度：半休、時間休で取得できる。
・時短勤務制度：育児中のスタッフに時短制度の導入。
・リモートワーク制度

・Slack 等のコミュニケーションツールを使い業務の進捗や情報共有などを行っている。

・会社全体が各家庭の育児に理解があり、フォローしあえる状況を作っている。

リモートワーク制度が好評です。
子の突然の体調不良時など、在宅勤務に切り替え可能なので柔軟な働き方を選択できます。

令和6 年度は育児休業の取得者は男女ともにありませんでした。
令和6 年4 月に育児休業から復帰した従業員が2 名おり両名とも時短勤務制度を活用しています。
育児中の女性は6 人中5 人が時短勤務制度を活用中です。



No.5

代 表 者 ：

事業内容 ：

所 在 地 ：

従業員数 ： 5 名（男性 0 名、女性 5 名）

イクボス宣言をしている場合、宣言者とその年月日：　　　　　　　　　　　　　　　　/代表理事　宇都弘美　　2017/12/26

 【会社の取り組み】

　　①従業員の子育てをはじめとするワーク・ライフバランスに配慮した取組について

　　②業務効率を上げるための取組について

　　③-1取組のアピールポイントについて（過去１年間に導入した新規の取組）

　　③-２取組のアピールポイントについて（企業独自の取組）

 【これまでの実績】

 【その他（社員の声・今後の取り組み・目標）】

社員の声
・子どもの学校行事や病気の時に勤務調整できるので有難い。
・有給を希望通りに取得できるので嬉しい。
今後の目標
・育児休業取得率１００％を目指す。

 【企業・団体名】 公益社団法人鹿児島県助産師会

代表理事　宇都弘美

その他（母子とその家族及び女性の健康並びに公衆衛生の向上に寄与する事業）

鹿児島市伊敷６丁目１７－１８

取得しやすい休暇制度・・・従業員の希望に基づいた勤務シフトを作成している。

毎月の業務は、計画的に役割分担をして取り組んでいる。

育児休業取得率　女性１００％　男子職員は在籍なし



No.6

代 表 者 ：

事業内容 ：

所 在 地 ：

従業員数 ： 75 名（男性 24 名、女性 51 名）

イクボス宣言をしている場合、宣言者とその年月日：　　　　　　　　　　　　　　　　/

 【会社の取り組み】

　　①従業員の子育てをはじめとするワーク・ライフバランスに配慮した取組について

　　②業務効率を上げるための取組について

　　③-1取組のアピールポイントについて（過去１年間に導入した新規の取組）

　　③-２取組のアピールポイントについて（企業独自の取組）

 【これまでの実績】

 【その他（社員の声・今後の取り組み・目標）】

・学生の長期休暇期間を中心に、年次有給休暇の計画的取得推進に積極的に取り組み、育児休業等を
取得しやすい環境づくりを推進する。
 ・ノー残業デーの設定 
・今後も「鹿児島市イクボス推進同盟加盟之証」、ポスターの掲示等により取組を啓発する。

 【企業・団体名】 鹿児島女子短期大学

学長 村若 修

教育・学習支援業

鹿児島市高麗町6-9

・令和5 年度より、「固定労働制」「裁量労働制」を導入。育児休業（1 年間）介護休業（93 日まで）子の看
護休暇及び介護休暇（対象者1 名につき年間5 日間）の休暇制度等の取得を推進している。固定労働制
適用者は、2 時間単位・半日単位での有給休暇取得が可能。

・ペーパーレス会議の推進によるコスト削減。
・勤怠管理システムの導入による、法令に基づいた労働管理、労働者本人の計画的な休暇取得の推
進。
・グループウェアでのタスク管理やスケジュール機能の利用による、作業効率の向上、時間外労働の削
減。

なし

なし

年次有給休暇取得率 58.3％（令和6 年度）



No.7

代 表 者 ：

事業内容 ：

所 在 地 ：

従業員数 ： 28 名（男性 21 名、女性 7 名）

イクボス宣言をしている場合、宣言者とその年月日：　2024/11/24

 【会社の取り組み】

　　①従業員の子育てをはじめとするワーク・ライフバランスに配慮した取組について

　　②業務効率を上げるための取組について

　　③-1取組のアピールポイントについて（過去１年間に導入した新規の取組）

　　③-２取組のアピールポイントについて（企業独自の取組）

 【これまでの実績】

 【その他（社員の声・今後の取り組み・目標）】

【社員の声】
企業と保育園共同利用契約を結んでいることにより子供を預けている保育園（企業主導型）の月々の保
育料も安くなり金銭面的にも助かっている。
1時間単位での年次有給休暇取得により病院に行きやすくなった。
前職に比べて連休も取りやすく、家族との時間がとれるようになった。
連続休暇が取りやすくなった。
【今後の取組・目標】
連続休暇取得率を上げる。（飛び石になっている休日の間の日を年次有給休暇とすることで通常よりも
長い休暇を取得できる）

 【企業・団体名】 鹿児島船用品株式会社

代表取締役　牧口　剛

卸売

鹿児島市東開町3-12

１時間単位での年次有給休暇取得が可能。
年末年始休日（9連休）。夏期休日（9連休）。
インフルエンザ予防接種費用の補助。就業中の接種可能。
企業との保育園共同利用契約更新。

大きなモニターを導入しパソコンとの2画面により業務の効率化を図った。
電子決裁の導入により時間の短縮。
ﾈｯﾄﾜｰｸを活用して個人のｽｹｼﾞｭｰﾙを事前に入力し、会社全体での共有を図る事が可能。
業務上必要とする場合、中型自動車免許取得の費用負担。（新規）

401K総合企業年金を導入

平均年次有給休暇取得日数　15日
年次有給休暇取得率　76.1％



No.8

代 表 者 ：

事業内容 ：

所 在 地 ：

従業員数 ： 69 名（男性 61 名、女性 8 名）

イクボス宣言をしている場合、宣言者とその年月日：　　　　　　　　　　　　　　　　/諏訪園　匠　R4.6.23

 【会社の取り組み】

　　①従業員の子育てをはじめとするワーク・ライフバランスに配慮した取組について

　　②業務効率を上げるための取組について

　　③-1取組のアピールポイントについて（過去１年間に導入した新規の取組）

　　③-２取組のアピールポイントについて（企業独自の取組）

 【これまでの実績】

 【その他（社員の声・今後の取り組み・目標）】

・「在宅勤務規程」ができたのが、ありがたいです。
・育児休業の取得率向上に努める。

 【企業・団体名】 坂本建設株式会社

代表取締役　諏訪園　匠

建設業

鹿児島市西千石町3番10号

○ﾘﾌﾚｯｼｭ休暇制度
勤続５年目以降、５年目、10年目、15年目と５年目ごとにﾘﾌﾚｯｼｭ休暇を５日付与
○育児休暇を取得しやすい環境作り
育児休暇の対象社員には積極的な声かけやパンフレットを配付し制度の周知に努めた

○携帯電話をiPhoneへ変更
・LINEWorksを使用し社員間の業務連絡がスムーズになった
・勤怠管理システムをiphoneでも利用可能にした
○勤怠管理システムや支払い業務システムの導入
・残業や有給休暇を勤怠管理システムから申請できるようにした
・協力会社からの請求書を紙ベースからデータで受取るように変更し、請求書のチェック作業や決裁時
間、支払い手続き業務など時間短縮に繋がった
○在宅勤務規程を制定し、自宅からでも仕事をできるように整えた

○在宅勤務規程の制定、実施

○ﾘﾌﾚｯｼｭ休暇制度
○育児休暇
○勤怠管理システムや経費精算システム、BIMなどの導入（デジタル化）
○在宅勤務規程の制定

○リフレッシュ休暇制度
・2024年度対象は9人（付与日数は45日） 　利用日数は17日　利用率38％
○育児休暇 　男性社員の育児休暇取得者　6名→7名へ



No.9

代 表 者 ：

事業内容 ：

所 在 地 ：

従業員数 ： 99 名（男性 74 名、女性 25 名）

イクボス宣言をしている場合、宣言者とその年月日：　　　　　　　　　　　　　　　　/重中　一朗　/　令和４年８月２６日　

 【会社の取り組み】

　　①従業員の子育てをはじめとするワーク・ライフバランスに配慮した取組について

　　②業務効率を上げるための取組について

　　③-1取組のアピールポイントについて（過去１年間に導入した新規の取組）

　　③-２取組のアピールポイントについて（企業独自の取組）

 【これまでの実績】

 【その他（社員の声・今後の取り組み・目標）】

・産後パパ育休の取得率向上
・男性職員の育児休業や育児に関する休暇取得促進
・業務の標準化。急な欠員にもカバーできる体制を整える。

 【企業・団体名】 株式会社サタコンサルタンツ

代表取締役　重中　一朗

サービス業

鹿児島市鷹師2丁目3番2号

No残業Day
・基本毎月１回
取得しやすい休暇制度
・年度初に全職員に年次有給取得計画を立て、年次有給休暇の取得推進を図った。
・有給休暇時間単位取得可　・時短勤務

・会議は可能な限りリモートでの会議
・取引先と情報共有システムの活用により、打ち合わせや移動のロスの削減

・No残業Day月１回→上半期月２回へ増加、下半期月１回継続

・現場手当支給・炎天下､極寒時の身体的､精神的負担に対し条件付支給
・全職員対象、業務改善、時間管理について講習・研修会を実施
・全社員参加の研修でワークライフバランスについて勉強会実施

・育児休業取得率　女性社員　100％（令和６年３名）　男性職員５０％
・時短出勤の対応　産後復帰（令和７年７月～時短出勤１名）



No.10

代 表 者 ：

事業内容 ：

所 在 地 ：

従業員数 ： 21 名（男性 2 名、女性 19 名）

イクボス宣言をしている場合、宣言者とその年月日：　　　　　　　　　　　　　　　　/

 【会社の取り組み】

　　①従業員の子育てをはじめとするワーク・ライフバランスに配慮した取組について

　　②業務効率を上げるための取組について

　　③-1取組のアピールポイントについて（過去１年間に導入した新規の取組）

　　③-２取組のアピールポイントについて（企業独自の取組）

 【これまでの実績】

 【その他（社員の声・今後の取り組み・目標）】

 【企業・団体名】 合同会社シェイクハンズ

代表社員　中野真司

医療・福祉業

鹿児島市武２丁目26-5

時間外労働を削減するために、勤務時間内での仕事の振り分けを行い、職員が協力して仕事に取り組
んでいる。
また、小さい子どもを持つ職員もいるため、公休・有休を取りやすいような雰囲気づくりを行っている。
過去１年間で２名の育児休業を取得しました。

・個人の仕事が終わっていない職員は、全員平等に、作業に集中できる時間を設けている。
また、仕事の分担をボードなどに書き出しを行い、協力して勤務内での業務終了できるようにしている。



No.11

代 表 者 ：

事業内容 ：

所 在 地 ：

従業員数 ： 69 名（男性 10 名、女性 59 名）

イクボス宣言をしている場合、宣言者とその年月日：　　　　　　　　　　　　　　　　/

 【会社の取り組み】

　　①従業員の子育てをはじめとするワーク・ライフバランスに配慮した取組について

　　②業務効率を上げるための取組について

　　③-1取組のアピールポイントについて（過去１年間に導入した新規の取組）

　　③-２取組のアピールポイントについて（企業独自の取組）

 【これまでの実績】

 【その他（社員の声・今後の取り組み・目標）】

「育休を取得し復帰する社員が増え、取得を当たり前と思えるようになった。(20 代女性)」との社員から
の声があります。

 【企業・団体名】 医療法人世心会

理事長 園田俊一郎

医療・福祉業

鹿児島市中央町10 番キャンセビル6 階

短時間勤務制度の対象を小学生までにした。

診療後の終礼を廃止した。

特になし。

育休復帰の際の事前面談や保育所利用のサポートに努めている。

育児休業取得率 女性100％ 男性は対象者なし。



No.12

代 表 者 ：

事業内容 ：

所 在 地 ：

従業員数 ： 6 名（男性 6 名、女性 0 名）

イクボス宣言をしている場合、宣言者とその年月日：　　　　　　　　　　　　　　　　/　代表取締役　鶴田　達郎/令和６年3月18日

 【会社の取り組み】

　　①従業員の子育てをはじめとするワーク・ライフバランスに配慮した取組について

　　②業務効率を上げるための取組について

　　③-1取組のアピールポイントについて（過去１年間に導入した新規の取組）

　　③-２取組のアピールポイントについて（企業独自の取組）

 【これまでの実績】

 【その他（社員の声・今後の取り組み・目標）】

・ノー残業デーを週２回へと設定日を増やしていく予定です。
・令和８年度までに有給休暇取得率30％を目指します。

 【企業・団体名】 有限会社西部環境プラン

代表取締役　鶴田　達郎

建設業

鹿児島市伊敷８丁目10-22

・業務の進捗状況に応じて、超過勤務にならないように勤務時間の調整を図った。
・有給休暇を時間単位で取得可能とした。

・グループラインを活用して各々がスケジュールを事前に入力し、職場全体で共有を図ることで、相互に
業務を助け合い、時間外労働の削減を図った。

・令和６年９月に従業員を対象に、ワーク・ライフ・バランスを題材としたセミナーを実施。
・令和７年６月から個別面談を行い、希望の勤務形態等の聞き取りを行うなど、育児・介護に無理のない
形で勤務ができるようにした。

・毎月１９日の育児の日は、平日は午前中で業務を終了し、土日祝は時間外業務を禁止し、家族サービ
スに充てる独自ルールを設けている。
・社内研修を実施し、産休や育休などの福利厚生制度について周知と理解の促進に努めている。

・有給休暇取得率　25％（６年度）
・介護休暇取得率　33％



No.13

代 表 者 ：

事業内容 ：

所 在 地 ：

従業員数 ： 1 名（男性 名、女性 7 名）

イクボス宣言をしている場合、宣言者とその年月日：　　　　　　　　　　　　　　　　/

 【会社の取り組み】

　　①従業員の子育てをはじめとするワーク・ライフバランスに配慮した取組について

　　②業務効率を上げるための取組について

　　③-1取組のアピールポイントについて（過去１年間に導入した新規の取組）

　　③-２取組のアピールポイントについて（企業独自の取組）

 【これまでの実績】

 【その他（社員の声・今後の取り組み・目標）】

 【企業・団体名】 中央殖産株式会社

代表取締役　間浦斎孝

医療・福祉業

鹿児島市紫原2丁目2-13

・年間を通じて残業時間0時間
・年間を通じて終業時刻前退社
・家庭の用事等最優先

・業務分担の徹底



No.14-1

代 表 者 ：

事業内容 ：

所 在 地 ：

従業員数 ： 7 名（男性 5 名、女性 2 名）

イクボス宣言をしている場合、宣言者とその年月日：　　　　　　　　　　　　　　　　/　代表取締役　吉松　良平　/　2018年4月18日

 【会社の取り組み】

　　①従業員の子育てをはじめとするワーク・ライフバランスに配慮した取組について

　　②業務効率を上げるための取組について

　　③-1取組のアピールポイントについて（過去１年間に導入した新規の取組）

鹿児島県鹿児島市石谷町２４１３－１１

〇 ノー残業・勤務時間の見直しについて
・原則として強制残業・強制休日出勤を廃止し、特殊条件の契約現場を除き、希望制を徹底。
・時間外勤務が一定時間を超える場合は事前報告を必須とし、無理のない勤務体制を整備。
〇 有給休暇取得の推進
・有給休暇消化率100%を達成するなど、積極的な取得を推進。
・プライベート行事（家族関連）の予定を最大限考慮したシフト申請ルールを導入。
〇 柔軟な働き方の導入（DX 化）
・現場や業務のクラウド化により、場所や時間にとらわれない柔軟な働き方を推進。
・リモートワーク、クラウド活用、進捗管理などを導入し、業務効率化と時間の有効活用を両立。

〇 クラウド活用による業務の標準化と省力化
・業務マニュアル・日報・写真報告などをクラウド上で統一管理し、重複作業や伝達ミスを防止。
・印刷・FAX・手書き書類などのアナログ業務を排除し、業務時間の大幅短縮を実現。
〇 点検・見積・報告の時短化
・ドローンや図面データを活用した現地調査で、点検・寸法出しにかかる時間を平均30 分以上短縮。
・再点検やミスが発生しないよう、標準化されたプロセスで業務の精度とスピードを両立。

令和６年７月に従業員を対象にワーク・ライフ・バランスを題材としたセミナーを実施。

 【企業・団体名】 株式会社ＴＳグループ

代表取締役　諏訪 良平

建設業



No.14-2

　　③-2取組のアピールポイントについて（企業独自の取組）

 【これまでの実績】

 【その他（社員の声・今後の取り組み・目標】

・社内研修を実施し、産休や育休などの福利厚生制度について周知と理解の促進に努めている。

有給休暇取得率 99.5％（４年度）→101.4％（５年度）→98.9％（６年度）
・育児休業取得率 女性100％ 男性100％（過去８ 年間）
・超過勤務の状況 １人１月当たり平均14.7 時間（４年度）→平均15.2 時間（５年度）→平均11.7 時間
（６年度）

「育児休業を取得することで、改めて育児の大変さがわかり、両立を応援してくれる職場環境には大変感
謝しています。（20 代男性）」
「2 度育休を取得し育休中も社内イベントへの参加声掛けがあったり、復帰前面談等があり疎外感なく育
休中も安心できた。（30 代女性）」との社員からの声があります。



No.15

代 表 者 ：

事業内容 ：

所 在 地 ：

従業員数 ： 97 名（男性 37 名、女性 60 名）

イクボス宣言をしている場合、宣言者とその年月日：　　　　　　　　　　　　　　　　/

 【会社の取り組み】

　　①従業員の子育てをはじめとするワーク・ライフバランスに配慮した取組について

　　②業務効率を上げるための取組について

　　③-1取組のアピールポイントについて（過去１年間に導入した新規の取組）

　　③-２取組のアピールポイントについて（企業独自の取組）

 【これまでの実績】

 【その他（社員の声・今後の取り組み・目標）】

・産休前から復職後まで複数回上司との面談があり、復職後の働き方などを相談することができ、復職
後の不安が減った。（30 代女性）
・育児休業を取得したことで、改めて子育てしながら仕事ができる環境に感謝し、生産性を意識した働き
方をするようになった。（30 代女性）
・育児休業中も家のパソコンで社内の情報を得ることができたので、復職がスムーズにできたと感じてい
る。（20 代女性）
・短時間勤務により自分も子供も新しい生活サイクルに徐々に慣れることができた。（30 代女性）
・子供が熱を出した際も在宅勤務を利用することで子供のそばで業務ができ、自分自身も気持ちが楽
だった。（30 代女性）

 【企業・団体名】 東京海上日動火災保険株式会社

鹿児島支店長 浅倉 淳人

金融・保険業

鹿児島県鹿児島市加治屋町12−5

＜ノー残業の取り組み＞
◆完全定時退社デーの設置（毎月第３週目の水曜日）
◆Go Go Challenge Day の設置：週１回、業務を17:30 までに終了する日を設定
＜育児を支援する取り組み＞
◆育児休業：最大満２歳になるまで取得可能
◆短時間勤務制度：最長で１日2.5 時間まで、妊娠中から小学校３年生の年度末まで取得可能
◆看護等休暇：小学校第三学年の年度末までの子の看病等が必要な場合、対象の子が１名の場合は
毎年度につき５日、２人以上の場合は10 日を限度として1 日、または1 時間単位で取得可能
＜介護を支援する取り組み＞
◆介護休暇：常時介護が必要な親族が1 名の場合は毎年度につき5 日、2 人以上の場合は10 日を限
度として1 日、または1 時間単位で取得可能

◆勤務時間自由選択制度（スーパーマイセレクト）
◆在宅・テレワーク勤務制度

ノートPC・スマートフォンが社員全員に貸与されたことにより、在宅・テレワーク勤務の利用がより進み、
多様な働き方が定着してきている。



No.16

代 表 者 ：

事業内容 ：

所 在 地 ：

従業員数 ： 77 名（男性 57 名、女性 20 名）

イクボス宣言をしている場合、宣言者とその年月日：　　　　　　　　　　　　　　　　/代表取締役 東 成生/2019/10/04

 【会社の取り組み】

　　①従業員の子育てをはじめとするワーク・ライフバランスに配慮した取組について

　　②業務効率を上げるための取組について

　　③-1取組のアピールポイントについて（過去１年間に導入した新規の取組）

　　③-２取組のアピールポイントについて（企業独自の取組）

 【これまでの実績】

 【その他（社員の声・今後の取り組み・目標）】

会社全体の認識が更新されて、以前より有給休暇が取りやすい環境になっている。特に子育て世帯は、
子供の学校行事や部活動で休暇を必要とする機会も多いが、周囲の理解もあり協力体制が確立されて
いると思う。

 【企業・団体名】 株式会社東郷

代表取締役 東 成生

製造業

鹿児島市川田町２１９４

有給休暇の取得を推進しており、毎年会社カレンダーを配布のタイミング（毎年４月）で、年間の有給休
暇取得計画を立て、各部門のリーダーがとりまとめを行い把握する事で、計画的な取得が実現できてい
る。

加工時間短縮や作業効率の向上を推進しており、製造部門では、毎月１件以上の改善案を出す事を目
標にしている。
各部門の上長が毎朝集まり、進捗状況を確認し、受注状況に応じた勤務体制を取ることで、無駄な残業
や休日出勤を避ける事が出来ている。

なし

毎週月曜日に行われる全体の夕礼で、総務より残業時間についての声掛けを実施。
毎月行われる安全衛生委員会で、総務より残業の状況について報告を受け、随時必要な対応を行って
いる。
毎年、会社カレンダーを配布する際に、個人の有給休暇取得計画を立て、管理職が事前に把握すること
で計画的な取得を促している。
総務で有給休暇取得状況を管理し、計画的な取得の声掛けを行っている。

・有給休暇取得率 50％以上
・子どもの看護のための休暇取得率 100％（申請者は全て取得）



No.17-1

代 表 者 ：

事業内容 ：

所 在 地 ：

従業員数 ： 48 名（男性 33 名、女性 15 名）

イクボス宣言をしている場合、宣言者とその年月日： 　東條　正博　/　2019年1月30日

 【会社の取り組み】

　　①従業員の子育てをはじめとするワーク・ライフバランスに配慮した取組について

　　②業務効率を上げるための取組について

　　③-1取組のアピールポイントについて（過去１年間に導入した新規の取組）

○ノー残業デーの設置→毎週水曜日をノー残業デーとしています。
○取得しやすい休暇制度→半日単位の取得が可能。そのため子どもの行事等、参加しやすい雰囲気が
あります。
○フレックスタイム制度→ライフワークに合わせた勤務がしやすいです。
〇産休・育休取得可能→女性の取得率100%です。（R4・5・6年度）
〇働き方の選択→お子様の成長過程に合わせて、時短勤務も可能です。

〇家庭の都合（お子さんの看病の為など）で出勤が難しい場合は、リモートで自宅での作業が可能です。
〇お子さんが急に体調が悪くなり保育園にお迎えにいかないといけなくなった際は、通常出勤していても
途中からリモートへの変更などフレキシブルな対応が可能です。
〇クラウドベースのグループウェアを社内で利用し、社外や自分の空いた時間で確認ができ、情報共有が
しやすい環境です。

〇コロナ明け後初めて、R6年度に6日間バリ旅行に行きました。海外が難しい小さなお子さんがいるご家
族はディズニーランド等を楽しむ東京旅行、自然を楽しむ北海道旅行も選択できるようにしました。

 【企業・団体名】 株式会社東条設計

代表取締役会長　東條　正博

建築設計監理

鹿児島市祇園之洲町43番地



No.17-2

　　③-2取組のアピールポイントについて（企業独自の取組）

 【これまでの実績】

 【その他（社員の声・今後の取り組み・目標】

〇社員皆が、各家庭の育児に理解があり、家庭の都合での通常勤務が難しい場合、フォローしあえる環
境にあります。
〇PCやWi-Fiなど設備の充実を図り、社外でも仕事をしやすいハード環境も整えています。
〇福利厚生では社員だけでなく、家族も大切にする経営を目指し、取り組んでいます。
〇会社で安心して仕事をできているのは家族の存在があってこそだという考えの基、数年に１度家族招
待の海外旅行に行っています。
〇普段のお父さんが仕事で頑張っている姿や仕事内容を知ってもらおうと、希望があれば毎年勤労感謝
の日に「子ども参観日」を企画しています。スタッフの子どもたちを会社に招待して、理想のお家を描いて
もらったり、お父さんの設計図面を作成している様子を見てもらったり、工事現場、完成建物を見学して
います （鹿児島建設新聞様に、何年も取材で紙面に取り上げていただきました）。

〇家族を招待した社内行事の積極的な実施・海外研修旅行・家族忘年会・子供参観日・ソフトボール大
会（家族応援）など
〇1年に1度、各自でメモリアルデーを設定し、会社からケーキのプレゼント
〇急なお子さんの病気などに合わせた勤務体制の変更　など

〇子どもの体調不良でリモートへ切り替えることになっても、他のスタッフからの理解があってありがたい
です。
〇年末に家族忘年会があり、社員だけでなく家族も招待し1年の仕事ぶりなど見てもらい、子供たちにも
理解してもらえる行事となっていて、また、豪華商品があたる抽選会もあり、毎年子供たちも楽しみにして
います。
〇年に1回のメモリアルデーで、社員の好きな記念日に城山ホテルのケーキと、会長からの直筆メッセー
ジカードをいただき、会社からも祝福されながら、家族で子供の誕生日のお祝いをすることができ嬉しい
です。
〇男性の育児休暇取得
〇家族で過ごす為のファミリー休暇
〇子育てしながら働きやすいよう代行家事や病児保育などの補助金支給
〇子育ての悩みを共有できるサークル発足
〇有給休暇取得率アップ
〇子どもの急な看病でも自宅でリモートしやすいよう更なる環境整備



No.18

代 表 者 ：

事業内容 ：

所 在 地 ：

従業員数 ： 93 名（男性 60 名、女性 33 名）

イクボス宣言をしている場合、宣言者とその年月日：　　　　　　　　　　　　　　　　/鹿児島支店長/平成29年6月14日

 【会社の取り組み】

　　①従業員の子育てをはじめとするワーク・ライフバランスに配慮した取組について

　　②業務効率を上げるための取組について

　　③-1取組のアピールポイントについて（過去１年間に導入した新規の取組）

　　③-２取組のアピールポイントについて（企業独自の取組）

 【これまでの実績】

 【その他（社員の声・今後の取り組み・目標）】

・令和10年4月までに、管理職に占める女性の割合を12％以上とする。
・計画期間中（令和5年4月1日から令和10年3月31日）、男性職員の育児に伴う休暇・休業１か月以上の
取得率を90％以上とする。

 【企業・団体名】 株式会社　日本政策金融公庫　鹿児島支店

野村　直行（支店長兼農林水産事業統轄）

金融・保険業

鹿児島市千日町１－１　センテラス天文館５階

・育児休業は最長２年、介護休業は最長１年の取得が可能。
・小学校６年生までの子を養育する職員、または介護を行う職員は、１日につき２時間まで勤務時間の短
縮が可能。
・小学校６年生までの子を養育する職員、または介護を行う職員は、申出により、以下の範囲内で始業・
終業時刻を変更できる。[始業：8：20～9：50 終業：16：40～18：10]
・小学校６年生までの子を養育する職員、または介護を行う職員は、フレックスタイム制（コアタイム9：50
～15：10）の適用を受けることができる。
・男性の育児に伴う休暇・休業の原則1カ月以上の取得奨励（妻の出産前後に出産休暇を３日取得可
能、育児参加のための休暇を５日取得可能）
・出産や育児、介護等のライフステージに合わせた様々な転勤特例制度を整備
・テレワークの推進

・インターネットで借入申込が完結する「インターネット申込」の推進
・インターネットで提供するさまざまなサービスをご利用いただけるお客さま（会員）専用サイト「日本公庫
ダイレクト」の運営
・ビデオ通話を活用したオンライン相談の実施

該当なし

・管理職層を対象とした研修等において上司の意識改革を継続して実施
・階層別研修や各種セミナーにおいて職員の意識改革を継続して実施
・男性の家事、育児への参画促進に向けた本支店におけるダイバーシティ推進活動の実施
・フレックスタイム制や育児関連の特別休暇、転勤特例制度など両立支援制度の拡充及び利用促進
・テレワーク等の柔軟な働き方の推進及び定着

・女性総合職の新卒採用比率　37.7％（2024年度）
・管理職に占める女性の割合　8.2％（2024年４月時点）
・管理職向けダイバーシティマネジメント研修を実施



No.19

代 表 者 ：

事業内容 ：

所 在 地 ：

従業員数 ： 82 名（男性 68 名、女性 14 名）

イクボス宣言をしている場合、宣言者とその年月日：　　　　　　　　　　　　　　　　/代表取締役 福留 勝/2022/10/01

 【会社の取り組み】

　　①従業員の子育てをはじめとするワーク・ライフバランスに配慮した取組について

　　②業務効率を上げるための取組について

　　③-1取組のアピールポイントについて（過去１年間に導入した新規の取組）

　　③-２取組のアピールポイントについて（企業独自の取組）

 【これまでの実績】

 【その他（社員の声・今後の取り組み・目標）】

・子育てサポート企業として認定される「くるみん」を取得したいと思っています。
・令和8 年の年間休日数を113 日に増やしたいと思います。
・男性の育児休業取得率30％を目指したいです。

 【企業・団体名】 株式会社 久永コンサルタント

代表取締役 福留 勝

サービス業

鹿児島市伊敷台一丁目22 番2 号

ノー残業デーについて、毎週水曜日をノー残業デーとし、終業前、社内放送での呼びかけを継続的に
行っています。
今年の事業計画で年間休日日数を１０６日から１１０日に増やし、年次有給休暇については年５日+８日
の取得に向け取り組んでいます。
また、女性・シニアの活躍の推進も一緒に取り組んでおり、特に育児休業制度の活用に力を入れていま
す。
職場内では全社員がラジオ体操をするため、アンケート調査を実施し、毎朝８時３０分より行っておりま
す。

・「サイボウズ」使用徹底によるスケジュールの共有化と見える化を図りました。
・ドローンや360℃カメラ、ハイスペックPC などを導入し、作業効率化を図りました。
・担い手確保として、新卒者3 名・キャリア採用5 名を採用しました。

厚生労働省の認定制度の1 つ「ユースエール」を取得しました。

・月平均所定労働時間
　　　5 年度：10.7 時間 → 6 年度：7.2 時間
・育児休業取得率
　　　女性100％ 男性28.5％



No.20

代 表 者 ：

事業内容 ：

所 在 地 ：

従業員数 ： 57 名（男性 42 名、女性 15 名）

イクボス宣言をしている場合、宣言者とその年月日：　　　　　　　　　　　　　　　　/　坂口　雄一郎　/　令和3年10月18日

 【会社の取り組み】

　　①従業員の子育てをはじめとするワーク・ライフバランスに配慮した取組について

　　②業務効率を上げるための取組について

　　③-1取組のアピールポイントについて（過去１年間に導入した新規の取組）

　　③-２取組のアピールポイントについて（企業独自の取組）

 【これまでの実績】

 【その他（社員の声・今後の取り組み・目標）】

・時短を提案してもらい、子育てと仕事の両立に役立っている。子供の急な体調不良などにも快く対応し
てくれる職場の方に感謝しています。(20代女性）
・初めての子育てで妻が大変な時にそばにいれて絆が深まったように感じた。(20代男性）

 【企業・団体名】 株式会社　フタバ

代表取締役　坂口　雄一郎

サービス業

鹿児島県　鹿児島市　下荒田2丁目3番16

・育休明けの時短勤務推奨、実践（100％利用あり）9：00～16：00勤務

・パワーバランスを考えて他部署へのヘルプ(時短勤務で手が足りないときや急な早退などの場合）

・育休明けの時短勤務（9：00～16：00）就業規則には規程があったが実用化は初めて。
・令和７年４月から育休復帰の際、事前面談を行い、希望の勤務形態等の聞き取りを行うなど、無理のな
い形で職場復帰ができるように支援制度を導入した。

特になし

・育児休暇推奨・取得率　男女共に100％（令和6年度）
・育休明けの時短勤務取得率　女性100％(令和7年度）



No.21-1

代 表 者 ：

事業内容 ：

所 在 地 ：

従業員数 ： 60 名（男性 34 名、女性 26 名）

イクボス宣言をしている場合、宣言者とその年月日： 　代表取締役 和田 秀一郎　/　2017年11月8日

 【会社の取り組み】

　　①従業員の子育てをはじめとするワーク・ライフバランスに配慮した取組について

　　②業務効率を上げるための取組について

　　③-1取組のアピールポイントについて（過去１年間に導入した新規の取組）

・育児目的休暇（未就学児をもつ従業員を対象に特別有給休暇を付与、子1 人に付き年間5 日、2 人以上
の場合は10 日を上限）
・配偶者の出産サポート休暇（出産日を含む2 日）
・こうのとり休暇（不妊治療休暇、年間5 日）
・短時間正社員制度（子の年齢条件なし、育児・介護の理由に限らず利用可）
・時差出勤制度
・在宅勤務制度
・時間単位で取得できる有休
・ノー残業デイ（毎週水曜日）

・属人化防止のためのワークシェア、マニュアル整備
・グループウエアの活用（社内チャット、スケジュール共有、タスク管理、掲示板等）
・人事労務管理や勤怠管理、人事評価等にクラウドサービスを導入
・工場に大型モニターを設置し、製造工程進捗管理
・請求書の電子化

・キャリア支援研修を開催（2024 年9 月3 日）
　30 代・40 代社員を対象とした自己理解を深め、今後の職業人生を設計するための研修
・ジェンダー平等・多様性研修を開催（2025 年3 月13 日）
　誰もが働きやすい職場づくりに向けてグループワークを交えながら理解を深める。
・こうのとり休暇を新設
　不妊治療の通院の際に利用できる特別有給休暇年間5 日
・SDGs 推進プロジェクト始動
　各部署からSDGs 推進委員を選出し、働きがいのある職場づくりに取り組む
・思いやり駐車場
　妊娠中の方や歩行や車の乗降が困難な方に社屋入り口に近い駐車場を案内

 【企業・団体名】 株式会社プロゴワス

代表取締役 和田 秀一郎

製造業

鹿児島県鹿児島市南栄3 丁目1 番地4



No.21-2

　　③-2取組のアピールポイントについて（企業独自の取組）

 【これまでの実績】

 【その他（社員の声・今後の取り組み・目標】

・育休相談窓口
　個別に制度案内、育休前後の面談で希望の働き方等の意向聴取、職場復帰支援）
・リクライニングチェアのある休憩室
　妊婦、体調不良者が休憩室として利用。
・ハラスメント研修の実施
　年に１回、実施し、ハラスメント防止に努めている。
・1on1 ミーティング
　業務時間内に上司と１対１で対話する時間を、月１回設けている。普段は話しづらい家庭の事情なども
相談できる。

・有給休暇取得率 87.2％（６年度）
・育児休業取得率 女性100％ 男性100％
・超過勤務の状況 平均2.6 時間（６年度）
・育児目的休暇の取得率 91％（６年度）
・配偶者出産サポート休暇の取得率 100％

・妊娠中、通勤が困難になった際に、数週間の在宅勤務を選択できたことで、心身ともに大きな支えとな
りました。(30 代女性)
・営業職として働いていますが、周囲の方々の協力により引継ぎ体制を整えていただき、約半年の育児
休業を取得。わが子とのかけがえのない時間を過ごすことができました。(30 代男性)



No.22

代 表 者 ：

事業内容 ：

所 在 地 ：

従業員数 ： 9 名（男性 7 名、女性 2 名）

イクボス宣言をしている場合、宣言者とその年月日：　　　　　　　　　　　　　　　　/

 【会社の取り組み】

　　①従業員の子育てをはじめとするワーク・ライフバランスに配慮した取組について

　　②業務効率を上げるための取組について

　　③-1取組のアピールポイントについて（過去１年間に導入した新規の取組）

　　③-２取組のアピールポイントについて（企業独自の取組）

 【これまでの実績】

 【その他（社員の声・今後の取り組み・目標）】

 【企業・団体名】 株式会社ホーミング

代表取締役　渡辺　丈

建設業

鹿児島市西田二丁目９番６号

毎月第三水曜日：ノー残業デー

Microsoft365の導入でワークフローの効率化を図った

大型連休の前後や間の就業日を有給取得奨励日に設定する

男性社員の育児休業取得：1名（２か月）



No.23

代 表 者 ：

事業内容 ：

所 在 地 ：

従業員数 ： 50 名（男性 1 名、女性 49 名）

イクボス宣言をしている場合、宣言者とその年月日：　柴田　絵麻　/　2020年10月30日

 【会社の取り組み】

　　①従業員の子育てをはじめとするワーク・ライフバランスに配慮した取組について

　　②業務効率を上げるための取組について

　　③-1取組のアピールポイントについて（過去１年間に導入した新規の取組）

　　③-2取組のアピールポイントについて（企業独自の取組）

 【これまでの実績】

 【その他（社員の声・今後の取り組み・目標】

・がん共生プログラムに参加し、病気への理解もできる研修制度もある。
・元保育士を雇い、子連れへの対応ができるようにした。
・家族のお誕生日休暇を積極的に推奨。

・過去５年間出産しての職場への復帰１００パーセント
・１日４時間勤務も可能で実施中。
・子どもの授業参観や学校行事のお休みはほぼ全員取得。

・出産後も同じ待遇で復帰できるのが嬉しい。
・職場の仲間が子育てママが多いので、働きやすい協力体制になっている。

・すくすくえいど 育児補助制度（育児とお仕事の両立をサポート）
・シフト体制（学校行事等を優先させた時間設定に考慮）
・時差出勤（忙しい時間帯をお互いにサポートできる体制へ）
・PTA 出席率１００％（育児を仕事ができない理由にしない）
・鹿児島地域 お仕事発見隊をSTART！
地元企業と地元の子どもたちをつなぎ、職場体験がリアルにできるイベントをボランティアとして夏休み
期間に実施！とても好評！こどもまんなかアクションとしても実施！
・子どもに誇れる仕事を！を合言葉に日々励んでいる。
・ママにエールというアプリをPOLA 本社が作成！

・ＺＯＯＭ研修体制へシフト（自宅でも研修を受けられる体制へ）
子どもが病気の時には子供優先！ほかのスタッフで助け合う体制。

・出産、病気、疾病等での働くスタッフへの資格保証制度活用
・障害があっても自分らしく強みを活かして協力して働ける体制作り。

鹿児島市与次郎１丁目7-20　アクロスプラザ与次郎 １F

 【企業・団体名】 POLA THE BEAUTY アクロスプラザ与次郎店

オーナー 柴田絵麻

サービス業



No.24

代 表 者 ：

事業内容 ：

所 在 地 ：

従業員数 ： 52 名（男性 45 名、女性 7 名）

イクボス宣言をしている場合、宣言者とその年月日：　　　　　　　　　　　　　　　　/

 【会社の取り組み】

　　①従業員の子育てをはじめとするワーク・ライフバランスに配慮した取組について

　　②業務効率を上げるための取組について

　　③-1取組のアピールポイントについて（過去１年間に導入した新規の取組）

　　③-２取組のアピールポイントについて（企業独自の取組）

 【これまでの実績】

 【その他（社員の声・今後の取り組み・目標）】

○社員の声
第三子を出産し、現在育児休暇を取得しています。職場の方々には色々と配慮していただけているの
で、感謝しています。子供の学校行事等に参加する際は、時間単位での有給休暇取得が可能なので助
かります。（30 代女性）
○目標
育児休暇取得１００％

 【企業・団体名】 株式会社前田組

代表取締役 前田忠倫

建設業

鹿児島市平之町７−１７

○取得しやすい休暇制度
・有給休暇の半日単位および時間単位での取得可能（計５日以内）
・子の出生時における父親の休暇制度
○働きやすい勤務制度
・育児休業（原則として子が満１歳に達する日までを限度として取得可能）
・育児短時間勤務制度（子が満3 歳に達する日まで取得可能）

・DX 推進を図り、より効率的な業務を推進している。
・リモート会議等を推進し、移動時間の削減に取り組んでいる。
・ネットワークを活用してスケジュールを事前に入力し、職場で共有を図っている。
また、有給休暇を取得している方を共有し、休暇中の連絡を避けるようにしている。

○産前産後休暇、育児休業取得（女性社員１名現在取得中、男性社員１名取得）
○有給取得率（令和６年度 ４７．９％）
○出産祝金の支給
○扶養手当支給 （配偶者、扶養しているすべての子）



No.25

代 表 者 ：

事業内容 ：

所 在 地 ：

従業員数 ： 15 名（男性 12 名、女性 3 名）

イクボス宣言をしている場合、宣言者とその年月日：　　　　　　　　　　　　　　　　/迫田正樹/2021/04/20

 【会社の取り組み】

　　①従業員の子育てをはじめとするワーク・ライフバランスに配慮した取組について

　　②業務効率を上げるための取組について

　　③-1取組のアピールポイントについて（過去１年間に導入した新規の取組）

　　③-２取組のアピールポイントについて（企業独自の取組）

 【これまでの実績】

 【その他（社員の声・今後の取り組み・目標）】

・親、子供の病気で急に休まなければいけない状況になったとき、有給で対応してもらえた。
・時間外労働が減ったことで、資格取得への意欲が高まった。
・ライフステージに合わせた働き方を支援していく予定です。

 【企業・団体名】 株式会社 マサミ

代表取締役 迫田正樹

電気・ガス・熱供給・水道業

鹿児島市玉里団地一丁目38 番5 号

・有給が取得しやすいように申請書、管理簿の見直し。
・社員全員のスケジュール共有

・ネットワークでスケジュール共有、チャットで連絡

・社内報や誕生日祝い、社員旅行で職場交流を促進

・土日祝は時間外労働の禁止
・毎月給料日に健康な暮らしの取組のチラシ配布

・有給休暇取得率 100％



No.26

代 表 者 ：

事業内容 ：

所 在 地 ：

従業員数 ： 16 名（男性 14 名、女性 2 名）

イクボス宣言をしている場合、宣言者とその年月日：　　　　　　　　　　　　　　　　/笹尾 隆司/2019/10/04

 【会社の取り組み】

　　①従業員の子育てをはじめとするワーク・ライフバランスに配慮した取組について

　　②業務効率を上げるための取組について

　　③-1取組のアピールポイントについて（過去１年間に導入した新規の取組）

　　③-２取組のアピールポイントについて（企業独自の取組）

 【これまでの実績】

 【その他（社員の声・今後の取り組み・目標）】

「入学式や卒業式がある場合に、休暇の取得を推奨して頂けるので助かります。」との声が、特に低学年
のお子様を持つ社員からありました。

 【企業・団体名】 南日本地質調査株式会社

代表取締役 笹尾 隆司

その他（地質調査業、建設コンサルタント業、測量業、建設業)

鹿児島県鹿児島市中山一丁目９番１５号

・ノー残業デーの取り入れ（毎週水曜日）
・育児の為の短時間勤務制度
・子の出生時における父親の特別休暇制度
・男性の育児休業の取得推進
・出産後の女性社員の復帰率の向上
・年次有給休暇の取得推進

・対象者の子の出生時期を共有することにより、負担の無い業務への配置と時間外労働の削減を行っ
た。

特になし

・フレックス休暇の導入（入社後1 年以上の者が対象）
・ノー残業デーの取り入れについて、令和5 年1 月より、業務の効率化とプライベートの充実を目的として
毎週水曜日をノー残業デーとした。
・有休休暇及び代休の取得について、現場が落ち着いている場合などは、積極的に休暇を取る様に呼
び掛けている。

・子の出生時における父親の特別休暇制度 / 100％（令和元年度）、100％（令和3 年度）
・男性の育児休業の取得 / 100％（令和元年度）
・年次有給休暇の取得：年5 日以上の取得率 / 100％（令和4 年度）、100％（令和5 年度）、100％（令和
6 年度）



No.27-1

代 表 者 ：

事業内容 ：

所 在 地 ：

従業員数 ： 75 名（男性 2 名、女性 73 名）

イクボス宣言をしている場合、宣言者とその年月日： 　株式会社ユトリ　/　2021年1月12日

 【会社の取り組み】

　　①従業員の子育てをはじめとするワーク・ライフバランスに配慮した取組について

　　②業務効率を上げるための取組について

　　③-1取組のアピールポイントについて（過去１年間に導入した新規の取組）

当社では、従業員が安心して子育てと仕事を両立できるよう、多様な制度と環境整備を進めています。
まず、産前産後休暇・育児休業の取得率は100％を維持しており、復職後もスムーズに職場に戻れるよ
う、社内での復帰面談や柔軟な勤務形態の選択を支援しています。さらに、時短勤務やシフトの柔軟化を
行い、家庭の事情に合わせた働き方が可能です。
また、休暇制度の柔軟化として、有給休暇や看護休暇を時間単位で取得できる仕組みを導入していま
す。
これにより、短時間の通院や子どもの急な体調不良にも対応しやすくなっています。職員の有給取得状況
は定期的に確認し、取得が少ない職員には計画的な休暇取得を促すなど、積極的な休暇消化を推進して
います。
さらに、子育て支援サービスの利用促進として、自社保育施設や学童保育の従業員枠を設け、保育料や
利用料の一部を会社が負担しています。これにより、子育て中の従業員が安心して勤務を継続できる体
制を整えています。

当社では、時間外労働を削減し、勤務時間内に効率的に業務を終えられる体制を整えることを重視してい
ます。
ICT 化の推進として、勤怠管理や保育記録、社内連絡にクラウドシステムを導入し、記録や情報共有を
迅速に行える環境を整備しました。これにより、業務の属人化を防ぎ、誰でも同じ基準で業務を遂行でき
る体制が確立されています。
また、会議の効率化に取り組んでおり、可能な限りリモート会議を採用して移動時間を削減するとともに、
会議時間を短縮するために事前に議題を共有し、結論を出すまでの時間を最小限に抑えています。
さらに、業務プロセスの最適化を進めており、業務手順の標準化を推進している。定期的な研修を通じ
て、職員一人ひとりのスキルアップを支援し、作業効率の向上につなげています。現場の意見も積極的に
取り入れ、改善提案を制度化することで、働きやすく無駄のない職場づくりを目指しています。

令和7 年4 月より、子連れ出勤制度を導入しました。保育園・幼稚園に通う子どもから小学生までを対象
とし、子どもを連れて安心して出勤できる仕組みです。この制度により、小さな子どもを持つ従業員が働
きやすくなるだけでなく、職場内でのコミュニケーションが活発化し、互いに子育てを理解し合う職場風
土の醸成にもつながっています。
また、育児休業からの復帰に際しては、事前面談制度を導入し、勤務時間や勤務形態に関する希望を丁
寧に聞き取る仕組みを整えました。これにより、従業員一人ひとりが無理なく復帰できるよう支援していま
す。

 【企業・団体名】 株式会社ユトリ

代表取締役 上野 ロサリン

教育・学習支援業

鹿児島市中央町34-10



No.27-2

　　③-2取組のアピールポイントについて（企業独自の取組）

 【これまでの実績】

 【その他（社員の声・今後の取り組み・目標】

当社独自の強みとして、自社保育園・学童施設の利用枠を設けている点があります。これにより、育児休
業からの復帰後もスムーズに子育てと仕事を両立でき、現在も多くの従業員が利用しています。さらに、
ICT 化による業務の効率化を進めることで、記録や引き継ぎを簡略化し、残業削減にもつなげています。
また、定期的にワーク・ライフ・バランスや子育て支援をテーマとした社内研修を実施し、制度の周知や
理解促進に努めています。こうした取組により、育児や介護などライフイベントを迎えた際にも安心して
働き続けられる環境を整備しています。

・育児休業取得率：女性100％、男性対象者なし（R6 年度）
・有給休暇取得率：年次推移に基づき向上を目指している（例：35％→38％→40％）
・子の看護休暇取得率：35％（R6 年度）
・特別休暇（出産補助・育児参加）取得率：10％
・平均超過勤務時間：1 人あたり月12 時間未満を維持

社員からは「子どもを預けながら安心して働ける」「急な用事でも柔軟に休暇が取れる」など、働きやす
さに関する肯定的な意見が多く寄せられています。
今後は、男性の育児休業取得促進や、不妊治療休暇・介護休暇の周知拡大を進め、より幅広いライフス
テージに対応した支援制度を充実させることを目標としています。


